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カトマンドゥ山村に伝わる仮面舞踊劇 
―ファルピン村のカルティク・ナーチ― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
北田 信 
  
 ＊現代ネパール語では母音の長さの区別が消滅している。デーヴァナーガ
リー文字によって a, ā と書き分けられる二つの母音の区別は長さではな
くて、質の違いである。そのことを考慮して本稿では、現代ネパール語の
カタカナ転写の際に長音記号を省略することにする。ただし、単音節ある
いは二音節からなる比較的短い単語では母音が相対的に長めに聞こえ、こ
れをカタカナの長母音記号で再現した。 
必要に応じてサンスクリット語彙については、前号に掲載した論考との
関連性を考慮し、母音の長短を表記する慣習的な転写法に従った。 
 例 「サラスヴァティー」「マダーラサー姫」 
 なお、ローマ字転写の際に、新期インド・アーリア語の潜在母音を、表
記した場合と表記しなかった場合がある。一つの理由は、現代ネパール語
においては、潜在母音の扱いがヒンディー語とは若干異なるようであり、
短母音 a が潜在母音として消失することが予測される位置にあっても実
際には発音されることがあるから、ということである。二番目の理由は、
サンスクリット語彙については、潜在母音を表記しておいた方が文献学と
の関連上、便宜が好いであろうと判断したからである。そのため、転写の
点では一貫性を犠牲にした場合があることをお断りして置く。 
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カトマンドゥ市から南へ約 17kmの山中の渓谷に、ダッチン・カ
リ Dakṣiṇ Kālī（南のカーリー）と呼ばれる、シヴァ神妃・黒い
女神カーリーを祀った有名な寺院がある 1。その辺りはファルピ
ン (Pharpiṅg) というネワール族の村である。村の中心部は山の
中腹にあり、そこからさらに斜面を登って行くと金剛乗仏教の女
神ヴァジュラ・ヨーギニ （ー金剛瑜伽女）を祀った寺院がある 2。
こちらはもともとネワール仏教の極めて重要な聖地であったが、
現在では本来のネワール風建築の寺院の周囲に、チベット風の大
規模な寺院建築や仏塔が立ち並び、参道には金色の巨大な仏像が
立てられて壮観である。 
前号（『印度民俗研究』第 14 号）に掲載された拙稿では、ファ
ルピンにカルティク・ナーチという仮面舞踊劇が伝承されている
ことを述べた［北田 2015, pp. 48-53］。私は西暦 2015 年 12 月 21
日～2016 年 1 月 2 日の期間カトマンドゥ市に滞在中、ファルピン
を訪問した。本稿はそれについての報告である。 
私がファルピンを訪問したのは 2015 年 12 月 25 日と 12 月 30
日の二回である。 
 
ヨモリ餅の満月 
西暦 2015 年のクリスマス 12 月 25 日は丁度ヨモリ・プルニマ
（“ヨモリ餅の満月”）というネワール族の伝統行事、ネパール暦
（ビクラム暦）2072 年ポウシュ月 10 日 (gate) に重なっていた。
ヨモリ 3 (Nw. yaḥ mari) というのは米粉で作った饅頭で、日本の
かしわ餅に似ているが、いくらか歯ごたえがある。餡は黒ゴマと
糖蜜の餡 (Nw. cāku) で、ほろ苦さと甘みのバランスがちょうど
いい。この他、マーシャ豆のペーストにニンニクで風味づけをし
                                                   
1 『地球の歩き方ネパール』2013~14 年版 (p. 114) の記述による。 
2 金剛仏教の秘密儀礼歌チャチャーの歌集には Vajrayoginī と題
される歌があり、ファルピンのこの女神に捧げられたものである。
チャチャーの歌詞は新期インド・アーリア語東部諸方言で書かれ
ているが、内容的には、ここカトマンドゥ盆地内の聖地と結び付
いているものも多い。 
3 ヨーモリ。現代ネパール語に対し、ネワール語には母音の長短
の別が存在するが、多音節からなる単語や複合語においては、長
母音が相対的に短めに発音される。 
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た塩味餡、そして最近考案された、熱した牛乳にできる膜を甘く
味付けしたミルク餡 (Nw. khuwā) がある。面白いのはヨモリの形
で、紡錘形の胴体にチョコンと小さな頭が突き出しており、場合
によっては頭に二本の角がついている。なんだか宇宙生物の幼虫
を思わせるような形をしている。ヨモリ・プルニマの前後数日間
は各家庭でヨモリが炊かれ、ふるまわれる。また街の中では、こ
れにちなんだ集会が開かれ、少年少女たちが音楽を演奏して歌い
4賑やかだった。 
西暦 2015 年、ネパールは 4 月 25 日にゴルカを震源とする大地
震に見舞われ、カトマンドゥ盆地も大きな被害を受けた。また 9
月 20 日には新憲法が公布され、長年続いてきた政治的混乱が治
まるかと期待されたが、それが却って新たな社会的混乱を呼んだ。
さまざまなグループの利害調整がうまくいかず、ついにインド国
境が封鎖され、ガソリンやガスが入って来なくなったのである。
ガソリンの値段は急騰し、調理に使うガスが欠乏したため、木材
を燃やして調理をする家庭もあった。 
今回の調査はそのような状況の中、行われた。出発前は不安が
あったが、現地の友人達のことが心配だったからである。行って
みれば、さまざまな不便はあるものの、一般市民は案外、落ち着
いて生活しており、また調査の方も、ネパール人の友人達の協力
により思いのほか好調に進んだ。しかしカトマンドゥ盆地のあち
こちに震災の傷跡が残っており、心が痛んだ。この様な時に文系
の学問分野の研究調査などをしていてもよいのかと自問した。し
かしネパールの伝統文化を研究する私に対して、ネパールの人々
は協力を惜しまず、むしろ私の方が元気づけられるようであった。
このような仕方ではあるが、ネパールの文化を日本に紹介するこ
とにより両国の親善交流になんらかの貢献ができれば幸いである。 
 
12 月 25 日（ビクラム暦 2072 年ポウシュ月 10 日） 
カルティク・ナーチの伝承者ビシュヌ 5・バラミ氏  (Viṣṇu 
                                                   
4 “tyo sin tyo bak sin tyo” という、ヨモリ・プルニマの時にうたう
歌がある。子供たちがこれを歌いながら家々を回り、ヨモリをも
らうのだという。 
5 Viṣṇu. 現代ネパール語では、ナーガリー文字の v は [b] と発音
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Balāmī) に何度も電話したがコンタクトが取れず、仕方が無いの
で 12 月 25 日ヨモリ・プルニマ (yaḥmari pūrṇimā, Nw. yaḥmari 
punhi) の休日にファルピンに向かうことにした。前回と同様ジョ
シ氏に調査の補助をお願いした。ビシュヌ氏のお宅にたどりつく
と、家の人がビシュヌ氏は留守だという。ちょうどこの日、村で
はチュン・デビ (Cuṃ devī) という村の女神 6を神輿に乗せて行
進する祭りがおこなわれており、その切り盛りで忙しいのだとい
う。しかし息子さんのカルナ Karṇa 氏（20 才前後）が、梨で作
った自家製ロクシ（蒸留酒）とネワール風軽食（肉料理、漬物 7、
米フレーク 8）でもてなしてくれ、それをつまみつつ、お話をう
かがうことになった。梨の酒は強かったが、ほんのりと梨の好い
香りがした。この家は、山間を小川が流れ、小川に沿って斜面を
登った奥にある。我々が招き入れられた二階建てのヴェランダか
らは、斜面を耕して作った段々畑を見渡すことができる。シンプ
ルで清楚な住まいである。またカルナさんも始終にこやかで、穏
やかで親切そうな人柄が伝わってくる。このように、この文化圏
では、農村の住居はたいてい清浄であり、そこに暮らす人にはあ
る種の気品を感じることがある。 
今回（2015 年 9）演じられた演目は『サティー・サーヴィトリ
ー』であったという。これはヒンドゥー教のよく知られた伝説で、
ウダイプル 10王国の王子サティヤヴァーンが蛇に噛まれて死に、
                                                                                                                   
される。 
6 Toffin 2011 によれば、ファルピンに住むバラミ・カーストの主
宰神。謎めいた性格を持ち、女性であるとも男性であるとも言わ
れるのだという。 
7 インド料理のピクルスと同様にアチャールと呼ばれるが、ニラ
や大根やジャガイモが使われ、むしろ韓国のキムチに似た傾向の
味がする。 
8 チユラ (Np. ciurā) と言い、日本の昔の保存携帯食“糒”（ほし
いい）にあたる。 
9 ネワール族の宗教行事はネワール伝統暦に従って行われるから、
本来、ネワール歴による年・月・日付 (gate) を記載せねばなるま
いが、あいにく手元にネワールの暦がないため、西暦を記す。 
10 ビシュヌ氏の説明による。実は叙事詩マハーバーラタの原典で
は、サルヴァ Salva 国の王子とされている。おそらくカルティク・
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死の国の王ヤマ（閻魔）がその魂を連れ去ろうとするのを、賢き
妻サーヴィトリーが頓知を使って出し抜き、めでたく夫の命を返
してもらう、という話である。 
舞踊劇の写真のアルバムを見せていただいた。演者は仮面をつ
けており、コスチュームはカトマンドゥ盆地のあちこちに伝わる
他の仮面舞踊劇に共通している。こうした仮面のミニチュアは、
今日では外国人旅行者の土産物としても売られているので、読者
の皆さんの中にもネパール旅行中に目にしたことがある方は多い
のではないだろうか。 
インタビューが一段落ついてから、お暇をして、チュン女神の
祠の方へ登って行くと、村人たちが集まっており、その中にビシ
ュヌ氏もいた。普段は祠の中に祀ってある御神体（金属製の板に
女神の姿を打ち出したもの）を、神輿に乗せて運ぶ。興味深かっ
たのは、御神体を神輿に移す役目を帯びる老人が、興奮状態でブ
ルブルと痙攣していたことである。マントラ（呪文）を唱えたと
たん神が憑依して、この様な状態になる、ということであった。
御神体が神輿に据えられ、神輿が男たちに担がれて動き出し、一
方、老人の方は自力で立つことができず、二人の男に両脇から介
添えされ、憔悴しきった表情でふらふらと歩いていた。 
結局、この日はカルティク・ナーチについてはこれ以上の情報
を得ることができず、日を改めてまた来ることにした。 
 
12 月 30 日（ビクラム暦）2072 年ポウシュ月 15 日 
『印度民俗研究』前号に述べたように、カルティク・ナーチの
中で演奏される歌の中にはネワール語の歌詞だけでなく新期イン
ド・アーリア語系マイティリー（ミティラー語）の歌詞も混ざっ
ている。これをドーハー・バーシャーつまり“二行詩 (dohā) の言
葉 (bhāṣā)”と呼ぶ 11。今回の滞在期間中、ビシュヌ氏に演奏して
もらって録画・録音したいと考えていたが、あいにく予定の調整
                                                                                                                   
ナーチの観客にとって、インドのウダイプル王国を舞台に設定し
た方が、分かりやすかった（感情移入しやすかった）ため、入れ
替えたのだろう。 
11 前号では dhuā-bhāṣā と書いていたが、これは私が聴き取った際
の誤りで、dohā-bhāṣā が正しい。  
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ができず、12 月 30 日になんとか時間を作っていただき、短いイ
ンタビューをするにとどめた。以下は、その際に取った覚書を基
にしている。いくらか無味乾燥な記録になってしまうかもしれな
い。 
 
まず、ビシュヌ氏は『サティヤ・サーヴィトリー 12』の物語の
あらすじを語ってくれた。ヒンドゥー文化において妻の理想と見
なされるサーヴィトリーが死神ヤマ（閻魔）から夫を取り返して
蘇生させる伝説についてはよく知られているので、ここでは繰り
返さない。ただカルティク・ナーチでは、サティヤヴァーン王子
がまだ生まれていない頃、その父親アシュヴァパティ王が敵の攻
撃により国土を奪われて森林に逃げ込むところから劇が始まり、
さらにサーヴィトリーの頓知によって夫サティヤヴァーンが蘇生
した後、父王とともに戦争で敵を打ち負かして国土を取り戻すと
ころまでが演じられる。つまり、主題となる妻の忠愛のほかに、
観客の心を掴むハイライトとして戦闘シーン（アクション）も忘
れず取り込まれているのである。 
同様に演目『マダーラサー姫の誘拐』もまた、ロマンスとアク
ションの両方の要素をあわせもち、広く観衆の心を楽しませる娯
楽性を備えているということは『印度民俗研究』前号ですでに触
れたとおりである 13。 
前回ファルピンを訪れて『マダーラサー姫の誘拐』についての
                                                   
12 ヴィシュヌ氏の発音は、聞き様によっては satya-sāvitrī という
風に聞こえないでもなく、その場合は、『サティヤヴァーン王子と
サーヴィトリー』という意味になる。カルティク・ナーチにおい
ては、貞女サーヴィトリーと死神との問答だけでなく、サティヤ
ヴァーンの英雄譚も演じられるから、もしかすると、ヴィシュヌ
氏自身は、こちらの意味に解釈しているのかもしれない。 
13 カルティク・ナーチの演目『マダーラサー姫の誘拐』では、最
後の場面、マダーラサーが蘇生しリタドヴァジャ王子と共に王国
に帰還する途中、再び悪魔が登場して一戦交え、これを退治する
のだという。このエピソードは原典（マールカンデーヤ古譚集）
には存在しない。つまり大団円を迎える手前で、観客にもう一度
ハラハラドキドキさせることにより、結末のハッピーエンドの喜
びを増大させる、という大道演芸的な工夫であろう。 
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聞き取りを行った際にも感じたことであるが、ビシュヌ氏は『サ
ティー・サーヴィトリー』の一部始終を物語って聞かせてくれる
間ずっと、いかにも楽しそうで、夢見心地に、まるで目の前に実
際に登場人物があらわれて物語が進行するのを見ているかのよう
な表情だった。意識を失った夫を膝に抱き途方に暮れるサーヴィ
トリーの前に、死神ヤマが向こうの方から歩いてやって来て、夫
の魂を抜き取ると、踵を返して地面の道をどんどん歩いて去って
ゆこうとする。死の国は、幻でもなく、遠く離れた別次元でもな
く、我々が今いるこの場所と地続きの、歩いて行ける何処かにあ
るのだ、と感覚された。だからこそ、サーヴィトリーも道を一目
散に走って行ってヤマに追い付き、ヤマと頓知問答をすることが
できる。あたかも白昼夢をみているようなこの感覚は、この物語
を実際に演じる役者であり劇団監督でもあるビシュヌ氏ならでは
のものであろう。上演の写真では、役者は仮面をかぶり、現実離
れをしたきらびやかな装束をまとっているが、話を聞いていると
物語の情景がリアルに迫って来る。それは、語り手が神話を自分
自身の体験として語っているからであろう。 
ビシュヌ氏によると、カルティク・ナーチの上演が始まる前に
マントラ（呪文）を唱えるのだという。すると役者達は憑依され
て、先ほど見たチュン女神の神輿担ぎの痙攣的に身震いする老人
のような状態になるのだそうである。カルティク・ナーチにおい
ては、役者が伝説を模倣して見せるというよりも、神・悪魔や伝
説的人物そのものが役者に乗り移り一体となって、神話そのもの
を現出させるのである。ビシュヌ氏のリズミカルな語り口から私
に伝染してくる不思議な感覚は、この演劇がシャーマン的な性質
を帯びたものだからであろうか。 
 
 次に、ビシュヌ氏からの聴き取りから分かった事柄、主にカル
ティク・ナーチの音楽的側面を記す。 
西暦 2015 年に上演された演目『サティー・サーヴィトリー』
では、次のようなラーガ 14が演奏された。 
                                                   
14 ここに列挙されたラーガ名の多くは北インド古典音楽のラー
ガ名と共通するが、Nhyāḥ, Khyāḥ など幾つかのものはネワール語
による命名であり、北インド古典音楽には存在しない。詳しくは、
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 シヴァ大神 (mahā-dev) の踊り： Gaurī-rāg 15 
Mālavā, Padmā, Śūnya-rāg 16   
王の登場： Kauśī   
狩人の登場： Paharī 17 
Asambha-rāg 18  
王が狩猟に出かける：Mālaśrī  
神の踊り (dyaḥ lā nāc)： 1. Kauśī  2. Mālaśrī  
アシュヴァパティ王の登場： 1. Kauśī  2. Nhyāḥ-rāg 19  
バラモンの登場： Naṭa-rāg  
悪鬼 (kavaṃ) 登場： Rāg Pramajali 20  
Syāka 21 登場： Rāg Khyāḥ  
王が舞う場面： Rāg Biyāṃcali 22  
                                                                                                                   
各ラーガ名に付けられた脚注を参照されたい。 
15 これらのラーガ名のうちの幾つかには、Gaurī-rāg のように後ろ
に rāg が付き、幾つかには Rāg Pramajali のように前に Rāg がつ
き、また幾つかには Mālavā のように rāg と殊更言わずラーガ名
のみが記載されている。これらは、ビシュヌ氏の呼び方を尊重し
てそのまま再現したものであるが、おそらく rāg を前に付けるか
後ろに付けるか、或いは省略するか、は恣意的なことであり、何
らの差異を意味するわけでもないのだろう。 
16 Skt. śūnya は「空、空虚」を意味する。インド古典音楽のラー
ガ名称には存在しない。おそらくシヴァ神の性格にちなんで名づ
けられたのであろう。 
17 paharī. 一見、伝統的な時間の単位を pahar (< Skt. prahāra)の派
生形のように見えるが、おそらく関係がない。むしろ pahāṙī「山
に属する、山岳の」という語の変化した形で、“狩人の歌う山岳の
旋律”というような意味であろう。  
18 asambha はインド古典音楽のラーガ名には存在しないし、名称
の意味も不明。 
19 Nw. nhyāḥ とは「太鼓の速い連打」の意味。 
20 北インド古典音楽のラーガ名称 Paṭaman͂jali に同じもの。 
21 登場人物の一人らしいが不詳。演奏されるラーガの名は、おそ
らく Nw. khyāḥ 「冗談、漫談」[Kölver 1996, p.59]に由来するから、
それを参考にするなら、Syāka は道化のような役柄かと思われる。 
22 Biyāṃcali に相当するものはインド古典音楽のラーガ名称にな
く、おそらくネワール語であろう。王が舞う舞踊の名称らしい。 
30 
 
王女サーヴィトリー (maiyāṃ) が悲嘆する場面： Rāg Birāg 23  
 
  
 北インド古典音楽（ヒンドゥスターニー音楽）においては、個々
のラーガについて決まった情感があり、演奏すべき季節や一日の
時間帯が定められている。また、各ラーガの持つ特有の情感を視
覚的に表現したミニアチュール絵画が描かれ人気があった。この
種の絵画は「ラーガ・マーラー」（“音楽の花環”）と呼ばれ、そこ
では旋律（ラーガ）は人格化され、演劇の一シーンとして図像化
される。 
 絵画におけるこのような習慣は、もともとインド古典音楽が舞
台音楽として発達してきたことを示唆する。しかし、バラタ仙の
『舞踊経典』などによってインド古典演劇理論が完成された時代
には、今日インド古典音楽の中心的概念となっている「ラーガ」
はまだ生まれていなかった。「ラーガ」はインド古典音楽史上、比
較的新しい時代になってから生まれた概念である。インドで、グ
ラーマ  (grāma) やジャーティ  (jāti) などの古代の旋法概念に基
づく古めかしい旋法理論 24に代わり、ラーガに基づく新しい旋法
理論が隆盛を迎えた時代 25には、総合芸術としての古典演劇を楽
しむ文化は、インドでは衰退してしまっていた。13 世紀の音楽理
論書「サンギータ・ラトナーカラ」は、「ラーガ」が既に当時の音
楽実践の主要原理となっていたことを示唆するが、そこにはラー
ガの人格化はまだ見えない。音楽文献において、ラーガを人格化
してとらえ、情感や季節・時間帯を定める記述がなされるのはも
っと後代、16～17 世紀になってからである 26。しかし、そこでは
                                                   
23 おそらく Skt. virāga「愛染を捨てること、諦めること」「離欲」
に由来する名。 
24 [Widdess 1995, p.4ff]  
25 13 世紀シャールンガデーヴァ著『サンギータ・ラトナーカラ』
（“音楽の海”）において、ようやく「ラーガ」が旋法理論の主役
となる。『サンギータ・ラトナーカラ』には舞踊を扱う章が含まれ
ているが、「ラーガ」と舞踊の関連は明確には書かれない。 
26 デカン地方ビージャープルの王アーディル・シャー二世 
(AD1580-1617)が著した歌詞集『キターベ・ノウラス』（“新奇なる
［あるいは九つの美的情感の］書”）などがその例である。 
31 
 
演劇と音楽との結びつきは希薄である 27。 
 しかしカトマンドゥ盆地のカルティク・ナーチにおいては「ラ
ーガ」という概念が持つ演劇性がかなり明確に意識されており、
幾つかのラーガは、神・王・狩人など劇中の登場人物の舞台入場
を告知するために用いられている。つまりラーガは登場人物の聴
覚的“記号”となっている。 
 インドで古典的な演劇文化が衰退した後も、カトマンドゥ盆地
では、総合芸術としての演劇が生き延びていた。そのためラーガ
という概念がもともと持っていた演劇的性格が強力に意識された
ままで残ったのだろう。ラーガと登場人物の結びつきは、もしか
するとインドにも存在していたかもしれないが、インド側の文献
からは実際的な証拠はあまり見つからない。しかし、ここカトマ
ンドゥ盆地には、それが生きたままで保存され演じられているの
である 28。 
 ただしネワール族の伝統音楽において「ラーガ」と呼ばれるも
の 29は、予め作曲されて固定された楽曲であって、現代の北イン
ド音楽におけるラーガとは異なり、即興されることはない。これ
はカルティク・ナーチに限られず、金剛乗仏教の儀礼歌 (cacā) や
                                                   
27 ここで言うところの“演劇”とは、サンスクリット古典演劇の
ような総合芸術、つまり複雑で高度な文学的テキストを台本とし
て、複数の登場人物が対話し、内面の葛藤や人物相互の軋轢摩擦
などを言語化して表現するもの、を念頭においている。現代のカ
タックやバラタナティヤムのような、数行のシンプルな歌詞に合
わせて踊る、というものではなく、むしろカタカリのような、あ
くまで言語テキストを語ることがメインとなるような類の演劇の
ことである。 
 演劇でなく舞踊と音楽の関わりは、今日に至るまで密接である。 
28 古ベンガル語（新期インド・アーリア語東部諸方言の古形）で
書かれた仏教タントラ儀礼歌集『チャリャーパダ』（13 世紀以前）
には、各歌詞の冒頭に、それらが歌われるべきラーガ名とターラ
名が記されている。ラーガ名を記載した文献としては、この文献
が最初期に属すると思われるが、この唯一の写本はカトマンドゥ
で発見されたものである。 
29 rāg. 新期インド・アーリア諸語における語末母音の消失のせい
で、実際には「ラーグ」と発音される。 
32 
 
ネワールの農民カースト (jyāpu) が毎朝夕、寺院に奉納する御詠
歌 (dāphā) の中で演奏される「ラーガ」にも当てはまる 30。 
演劇の場面とラーガとの結びつきと同様のものは「ターラ」（リ
ズム・サイクル）にもある。ビシュヌ氏によれば『サティー・サ
ーヴィトリー』に限らず、カルティク・ナーチの様々な演目に共
通して、特定の場面（状況）で演奏されるターラは決まっている
という。 
例えば、人物が舞台に登場する際にはチョー Co というターラ
が演奏される。あるいは人物入場の時にラーガ・マールワー 
Mālavāが演奏される場合、ジャティ Jati・ターラが選ばれる。悪
魔が舞う際には  ヴェータールVetāl 31・ターラ。戦闘の場面はジ
ャティ・ターラ。神格が舞う際には①アストール Astol、②ジャ
ティ、③チョーという３つのターラがこの順番で。マハーデーヴ
ァ（シヴァ神）については、①チョーによる入場、②ニャー 
Nhyāḥ 32、プラタール Pratāl、③チャルティ Calti がこの順番で
演奏される。また、王が舞う際には①ジャティによる入場、②チ
ョー、③ニャー 33、④チャルティ。 
 
次に、古い言語による歌詞「ドーハー・バーシャー」の実例を
挙げる。サーヴィトリー王女がサティヤヴァーン王子に素性を尋
ねるドーハーは次のようである。 
he mahā puruṣ ho suni lījie. kahāṃ ho āp kī janam bhūmi. Kaune ho 
                                                   
30 ネワール仏教の秘儀礼歌チャチャーの歌詞の多くは、儀礼の対
象となる神格の姿（身体的特徴、服装、持ち物など）を描写する。
儀礼においては、チャチャー歌の演奏に合わせて、踊り手が神格
に扮して踊るのである。ヒンドゥー教・仏教において、神格を絵
画的に描写した歌詞を詠うことにより、神格を観想し、観想した
イメージを礼拝する、という行法が、ラーガの人格化と関係があ
るのではないか、と筆者は推測している。 
31 Vetāla 文字通り「悪鬼」という意味であるが、新期インド・ア
ーリア諸語の語彙としては「ターラのない」「ターラから逸脱した」
(be-tāl) とも解釈できよう。 
32 Nw. nhyāḥ は「太鼓を速く叩くこと」だという。[Kölver 1994, 
p.198]  
33 ‘nhyāḥ nacāune’ 「太鼓の連打に合わせて踊る」 
33 
 
āp kī 34 nām. Kaune ho āp kī jātai baṃśī. Hama ko batāi dījie.  
「おお、偉大なる方よ、お聞きください。おお、あなたの生まれ
た土地はどこですか。あなたの名はなんですか。あなたの階級と
氏姓はなんですか。私に教えてください。」 
 
サティヤヴァーンの父アシュヴァパティ王が舞台に登場する際の
ドーハー： 
Aśvapati rāja hama harakha kari ke śāntavatī sahitana praveś kīya.  
「私、アシュヴァパティは悦ばしく、シャーンタヴァティー 35を
伴って登場する。」 
 
 言語的特徴を見ると、ヒンディー語に近い言語であると思われ
る。おそらくマイティリー語であろう。 
ビシュヌ氏によれば「ドーハー」と呼ばれる歌（複数）は、先
に列挙した「ラーガ」（複数）とは違うものであるという。その理
由はよくわからないが、「ドーハー」には特別な位置づけが行われ
ているということであろう。 
 
 こんどは演目『マダーラサー姫の誘拐』(Madālasāharaṇa)で歌
われるドーハーの例をあげる。ガンダルヴァ（妖精、天の楽師）
族のマダーラサー姫が、人間のリタドヴァジャ王子と知り合う場
面である。 
 
マダーラサー姫： 
He mahāśaya ho, suni lījie, kahāṃ ho āp kī janambhūmi, kavane ho 
āp kī nām, kavane ho āp kī jātai vaṃśī, hama ko batāi dina cāhiye.  
「おお陛下、お聞きください。あなたの生誕地はどこ？あなたの
名前は何？あなたの階級と氏姓は何？私に教えてください」 
リタドヴァジャ王子： 
He mahā sundarī ho suna, udayapura nagara meṃ janambhūmi, 
ṛtudhvaj hamāre nām, rāj putra hamāre jātai vaṃśī. Śikār khelana 
                                                   
34 男性名詞 nām に対し、属格後置詞 kī は女性形であり、明ら
かに文法的破格である。 
35 妃の名前らしいが不明。 
34 
 
āyoṃ.  
「おお、たいへん美しい女よ、おお、聞け。ウダイプル 36の都に
生誕地がある。リタドヴァジャが私の名前。私の階級と氏姓は王
子。狩りをしに来た。」 
He mahā sundarī ho suna, kahāṃ ho tumhārī janam bhūmi, kaune ho 
tumhārī nām, kaune ho tumuhārī jātai vaṃśī, hama ko batāi dina 
cāhiye.  
「おお、たいへん美しい女よ、おお、聞け。君の生誕地はどこ？
君の名は何？君の階級と氏姓は何？私に教えてください」 
マダーラサー姫： 
He rāja kumār sāheb ho suna lījie. Gandharva lok meṃ janam bhūmi, 
viśvāvasu gandharva ke putrī hama hoi. Gandharva kanyā jātai 
vaṃśī, madālasā hamāre nām hai.  
「おお、王子様、おお、お聞きください。ガンダルヴァ（天の楽
師）の世界に生まれた土地があります。私はヴィシュヴァーヴァ
ス・ガンダルヴァの娘です。ガンダルヴァの少女が私の階級と氏
姓、マダーラサーが私の名前です。」 
 
 先に挙げた演目『サーヴィトリー』のドーハーと同じ表現を使
いまわししている。上演中、登場人物の会話のほとんどはネワー
ル語で行われ、ここに挙げたような、登場人物が舞台に現れて素
性を明かす、などの重要な場面にのみ「ドーハー」で紋切り型の
歌詞が歌われるのであろう。 
 
カルティク・ナーチの伝統は、古都パタンとファルピン村の両
方に伝えられている 37。ファルピンの伝統の特色は何か、という
ことに話が及び、ビシュヌさんは答えた。 
ドーハー・バーシャーやラーガなどは古くから伝えられて来た
もので、それを記したノートもある。それらの曲はあらかじめ定
まっているが、劇中に登場人物がしゃべる台詞は毎回新しく作り
直す。こういった会話さえ、パタンでは決まった台本に従って演
                                                   
36 原典とは設定が異なる。 
37 ビシュヌ氏によれば、ファルピンの近くの山麓の村チトラン 
(Citlang) でもカルティク・ナーチを伝えているという。 
35 
 
ずるが、ここファルピンでは、古くから伝わる演目であっても毎
回常に新しく生まれ変わる。古い伝統だが常に新しい、それがこ
こファルピンのカルティク・ナーチの特色なのだ、と。 
残念ながらカルティク・ナーチが行われる時期はちょうど日本
の大学の秋学期が始まった頃で、まとまった日数を取ってカトマ
ンドゥを訪れることは難しい。しかし、いつか、なんとか予定を
調整して実際の上演を体験し、録画・録音等の記録を取りたいと
考えている。 
 
 
略語 
Nw. = Newari ネワール語 Skt. = Sanskrit  Np. = ネパール語 
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